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食欲の秋。朝晩、涼しくなり、温
かい物が恋しくなりますね。前橋産
のおいしい秋野菜を食材に、煮物や
炊き込みご飯など、秋の夜長にみん
なでいっぱい食べてみませんか。

ホームページアドレス ●http://www.city.maebashi.gunma.jp/ ［メールマガジンの登録もできます］  

市制施行120周年 県都前橋 つむぐ夢 ひろがる未来
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私
た
ち
は
い
じ
め
を
許
し
ま
せ
ん

い
じ
め
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で

す
。
人
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
全

て
の
学
校
、
全
て
の
学
級
、
そ
し
て
、

全
て
の
子
ど
も
に
起
こ
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
す
。

私
た
ち
は
こ
の
卑
劣
な
行
為
で
あ

る
い
じ
め
を
許
し
ま
せ
ん
。
人
間
力

や
心
を
育
て
る
教
育
を
進
め
、
学
校

と
家
庭
、
地
域
社
会
と
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
、
い
じ
め
撲
滅
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

いじめ撲滅３つの方針

［学校の取り組み］［教育委員会の取り組み］
●いじめの早期発見に努めます
「いじめアンケート」や「いじめチェックシー 
ト」で情報収集を行います。また、教育相談を行 
い、子どもとの信頼関係を築きます。
●全職員が協力して取り組みます
一日でも早くいじめを解決するため、全職員が
力を合わせます。
●豊かな人間性を育みます
命や人権を学ぶ授業を行います。また、子ども
同士の意見交換の場を設け、お互いを認め合うこ
との大切さを教えます。

●担当者を学校に派遣します
解決が難しいいじめの場合、
担当者を学校に派遣し解決に
当たります。
●専門員を派遣します
心のケアや教室での見守り
が必要な場合、スクールカウ
ンセラーや学校支援員などをすぐに配置します。
●いじめている側への指導を行います
警察や児童相談所などと連携し、必要に応じて
いじめている側へ直接指導を行います。

い
じ
め
撲
滅
宣
言

いじめは絶対に許しません。毅然とした態度で取り組み
ます。

いじめを受けて困っている子どもたちや保護者が相談し
やすい体制の充実を図ります。あなたの気持ちを聞かせ
てください。

「いじめはきっとある」という視点から、早期発見に努
めます。「いじめアンケート」「いじめチェックシート」
などを実施し、子どもたちからのサインを見逃しません。

方針１　いじめを許さない

方針２　いじめを見逃さない

方針３　 聞かせてほしい。あなたの悩み

問
い
合
わ
せ
は

　
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
８
９
８
ー
５
８
７
６
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［子
こ

どもたちへ］

［保護者の皆さんへ］

［地域の皆さんへ］

一人で悩まず話を聞かせて

見逃さないで！「小さなサイン」
あなたの周

まわ

りに、掃
そう

除
じ

を一
ひとり

人でやらされていたり、い
つも一

ひとり

人で寂
さび

しそうにしていたりしている人
ひと

はいません
か？
いじめは卑

ひ

劣
れつ

で恥
は

ずかしい行
こう

為
い

です。絶
ぜつ

対
たい

にいけませ
ん。いじめを見

み

かけたときは、先
せん

生
せい

やお父
とう

さんお母
かあ

さん
に教
おし

えてください。
今
いま

、いじめを受
う

けている人
ひと

。あなたには必
かなら

ず味
み

方
かた

がい
ます。お父

とう

さんお母
かあ

さんや先
せん

生
せい

に、つらく苦
くる

しい気
き

持
も

ち
を教
おし

えてください。

日頃から子どもとのコミュニケーションを大切にしま
しょう。その中で「私たちはあなたの味方だよ」という
気持ちを伝えてください。また、子どもが発する「小さ
なサイン」を見逃さないようにしてください。
そして、いじめは絶対にしてはいけない行為だという
ことを子どもに伝えてください。

いじめをなくすには地域での取り組みが欠か
せません。登下校中の子どもへあいさつや声掛
けを行うなど、温かな目で子どもたちの見守り
をお願いします。また、いじめを見かけたら毅
然とした態度で注意してください。
地域の行事などで、一人で寂しそうに参加し
ている子どもを見かけた場合は、声掛けや友だ
ちとの橋渡しをお願いします。

プラザ相談室ではいじめに関する相談にのって
います。「いじめられていてつらい」「うちの子が
いじめを受けているかも」そんな場合は、悩まず
に相談してください。専門の相談員が話を伺いま
す。あなたの気持ちを聞かせてください。

いじめを受けている子どもは小さな
サインを発しています。いつもと様子
が違うなと思ったら、まずはしっかり
と話を聞いてあげてください。
〈小さなサインの例〉
・家族との会話が少なくなる
・学校の話題を避ける
・家からお金を持ち出す
・友だちの話をしなくなる
・感情の起伏が激しくなる
・外出したがらなくなる
・食欲がなくなる
・登校を渋る、遅刻・早退が多い
・弟や妹、ペットをいじめる

日時＝〈月曜～金曜〉午前９時～午後７時
　　　〈土曜〉午前９時～午後５時
住所＝岩神町三丁目1-1・総合教育プラザ４階
電話＝230-9090
Ｅメール＝soudan@mail.menet.ed.jp
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問
い
合
わ
せ
は 

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
の
①
〜
⑧
に
つ
い
て
は　

健
康
増
進
課　

☎
２
２
０
ー
５
７
８
３

 

⑨
〜
⑭
に
つ
い
て
は

　
保
健
総
務
課　

☎
２
２
０
ー
５
７
８
１

そ
の
他
の
会
場
に
つ
い
て
は

　
農
林
課　

☎
８
９
８
―
６
７
０
２

問
い
合
わ
せ
は

 

文
化
国
際
課　

☎
８
９
８
―
５
８
２
５

「
ア
ー
ツ
前
橋
」開
館
前
に

ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
を
開
講

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
別
館
を
改

修
し
て
来
秋
開
館
す
る
芸
術
文
化

施
設
の
名
称
が
、「
ア
ー
ツ
前
橋
」

に
決
定
。
開
館
に
先
駆
け
て
、
多

く
の
人
が
参
加
で
き
る
ア
ー
ト
ス

ク
ー
ル
な
ど
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
本
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル

期
日
・
コ
ー
ス
な
ど
＝
５
㌻
表
1

の
と
お
り

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
な
ど

対
象
＝
一
般
、①
②
は
各
20
人（
各

抽
選
）③
は
30
人（
選
考
）

申
し
込
み
＝
①
②
は
10
月
31
日
㈬

③
は
11
月
５
日
㈪
（
各
必
着
）
ま

で
に
、
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
コ
ー
ス
・ 

③
は
志
望
動
機
を
記
入
し
、
市
役 

所
文
化
国
際
課
「
ア
ー
ト
ス
ク
ー 

ル
係
」
へ
郵
送
で
。
ま
た
は
、

bunka@
city.m

aebashi.
gunm

a.jp

で

●

サ
ポ
ー
タ
ー
説
明
会

ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー
ス
内

11/４（日）まちなかで食と健康が夢のコラボ！

11
月
４
日
㈰
に
中
心
市
街
地
で
は
、
食
と
健
康
の
イ
ベ
ン
ト
が
夢
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
！
秋
の
お
い
し
い
食
べ
物
や
健
康
に
役
立
つ
楽
し

い
体
験
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。
家
族
や
友
達
を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ
、

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

前橋プラザ元気21

広瀬川

17

50

N

県
道
前
橋
・
赤
城
線

前橋テルサ

…市営駐車場 …スタンプ設置場所

前橋スズラン本館

前橋中央駐車場

市営パーク千代田

前橋プラザ元気21駐車場

市営パーク5番街

上毛電鉄
中央前橋駅諏訪橋諏訪橋

前橋文学館

市営パーク城東

P

P

P

P

P

P

千
代
田
通
り

千
代
田
通
り

オ
リ
オ
ン
通
り

オ
リ
オ
ン
通
り

立川町通り

弁
天
通
り

弁
天
通
り

銀座通り

馬場川通り

もてなし広場

中央通り

中央イベント広場

スタンプラリー
抽選会場

※市営の各駐車場を利用した人は、前橋プラザ元気21
　1階総合案内で割引処理を行います。駐車券を提示してください。

5
6

1 4～

至
渋
川

至県庁

至JR前橋駅

ぐんま

in 前橋

まえばし

まえばし2012

会場マップ

in
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表1　　　　　　　　　　　　　　　　アートスクールコース一覧

コース名 期日 講師 内容

① マエバシ文化発信局 11 月 11 日～来年２
月16日の土日曜６回

作家・ジャーナリ
スト・佐々木俊尚
さんほか

さまざまなメディアの特性を学び
ながら、地域の魅力を発信する

② アートな出来事を記
録する

11 月９日～来年３月
１日の金曜６回

県立館林美術館館
長・染谷滋さん

地域の美術や歴史を調査しながら、
戦後の前橋文化の動向を学ぶ

③ たのしむ・ささえる・
ひろがる

11 月 18 日～来年２
月10日の土日曜６回

金沢湯涌創作の森
所長・黒沢伸さん
ほか

アーツ前橋を支えるサポーターの
仕事と役割を、他館の事例紹介を
交えながら学んでいく

※①はフェイスブックを利用します。

容
や
、
ア
ー
ツ
前
橋
で
の
サ
ポ
ー

タ
ー
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
27
日
㈯
午
後
１
時
〜

２
時

会
場
＝
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
千
代
田

（
千
代
田
町
二
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
し
込
み
＝
当
日
会
場
へ
直
接

前橋プラザ元気21
午前９時30分～午後３時（一部を除く）

主なイベントスケジュール

　１階
①つくろうくらしと食の安全
エコバッグ作りや簡単な健康チェックを行います。
②くらしに活かす消費生活
豚肉と乳酸菌の効能などをパネル展示やクイズで紹介。
③計量感覚テスト
おはじきを使った計量感覚テスト。111gを取り出そう。
④食生活チェック
食事バランスや箸の持ち方をチェック。カルシウムを補う
おやつの配布もあります。
⑤各種団体・企業のブース出展
県内の各団体や企業が、食に関するブースを出展。
⑥まえばしｔｏｎｔｏｎ汁の無料配布
学校給食共同調理場で作ったｔｏｎｔｏｎ汁を試食。
時間＝午前11時
　３階
⑦あんびるやすこ講演会
本市出身の児童文学者・あんびるやすこさんが、とってお
きの話をしてくれます（先着400人）。
時間＝午後１時30分
　５階
⑧学校給食試食
地場産物を使用した学校給食が試食できます（先着100人。
午前10時から整理券を配布）。栄養士などによる食育講座も
行います。
⑨群馬のヒーロー超速戦士Ｇ-ＦＩＶＥ
ショー
時間＝午前11時・午後１時30分
⑩あなたの血管年齢は？
血管年齢や血圧の測定、健康相談
で健康をチェック！
⑪チャレンジしよう！～健康まえばし21クイズ
知って得する健康情報が満載。親子で楽しめる折り紙体験
もできます。
⑫あなたのこころと身体はリラックスしていますか？
ラベンダーの香り袋作り、景品が当たるアンケートを実施。
⑬感染症予防「知って防ごう感染症」
ゲームで遊びながら、正しい生活習慣を学ぼう。
⑭子どもの事故を防ごう
赤ちゃん人形を使って心臓マッサージを体験。

もてなし広場
　軽トラ市・花の街
新鮮野菜や色とりどりの花を販売。
時間＝午前10時～午後３時
　おいしい牛乳を飲もう！
学校給食用の牛乳を試飲できます。
時間＝午前11時・午後１時30分

スタンプラリー
午前９時30分～午後３時
４ページ ～ の６カ所にあるスタンプを 
全部集めた人には、すてきな景品をプレゼン
ト。スタンプ用紙の配布と抽選の会場は前橋
スズラン本館西隣と前橋プラザ元気21です。

中央イベント広場
午前10時～午後３時
　各国料理店
世界のグルメ巡りを楽しんでみませんか。
　ふわふわドーム
中で飛び跳ねちゃおう！
　消防隊になろう
消防隊員になりきって水消火器で訓練。

中央通り
午前10時～午後３時

　まえばし新名物集まれ！
学生や地域の人たちが持ち寄るおいしい新
名物がずらり。
　ＴＯＮＴＯＮのまち前橋・物産展
豚肉料理などの店舗が一堂に会します。
　赤城の恵展示即売会
本市が認定している自信作ばかりです。
　農業起業家まつり
農家自慢の丹精込めた加工品がいっぱい！
　ころとんを探せ！
中心市街地に逃げたころとん。見つけた人
には特製グッズをプレゼント。

ころとん

健康一番！
がんばローズくん
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問い合わせは　文化国際課　☎898-5856

若い芽のポエム入賞者決定
応募作品２万765編の応募の中から「第16回詩の
まち前橋若い芽のポエム」入賞作品が決まりました。
ここでは、小学生・中学生・高校生の３部門で最優
秀賞の美

みさお
棹賞を受賞した作品と入賞者を紹介します。

■全国・海外からも応募
本コンクールは、全国の小学生から高校生を対象 

にした詩のコンクールです。応募は、本市を含め14
都府県や中国上海市などから多数応募があり、全体
的な作品のレベルもさらに向上しました。
■入賞者は３部門で90人（敬称略）
●小学生の部＝〈美棹賞〉木村陸／元総社北小３年
〈銀賞〉竹吉鈴／芳賀小６年〈銅賞〉設樂美結／桂 
萱小１年〈佳作〉11人〈入選〉33人

●中学生の部＝〈美棹賞〉町田彩花／桂萱中３年〈銀 
賞〉太田愛乃／高知県高知学芸中２年〈銅賞〉大河 
原千聖／三中２年〈佳作〉７人〈入選〉20人
●高校生の部＝〈美棹賞〉田中満帆子／東京都東京 
大学教育学部附属中等教育学校４年〈銀賞〉大島芽 
依／前女高３年〈銅賞〉金子あゆ美／高崎商科大附
属高２年〈佳作〉３人〈入選〉７人
■贈呈式・入賞作品朗読会
日時＝〈贈呈式〉11月10日㈯午後１時〈朗読会〉同 
午後１時40分
会場＝前橋テルサ

美
棹
賞
・
小
学
生
の
部

元
総
社
北
小
３
年 

木
村

　
陸
さ
ん

美
棹
賞
・
中
学
生
の
部

美
棹
賞
・
高
校
生
の
部

東
京
都
東
京
大
学
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育

学
校
４
年 

田
中

　
満
帆
子
さ
ん

桂
萱
中
３
年 

町
田

　
彩
花
さ
ん

真
夏
の
三
者
面
談

校
庭
で
セ
ミ
が
鳴
い
て
い
る

廊
下
で
待
つ
私
の
額
か
ら
汗
が
流
れ
る

母
も
ハ
ン
カ
チ
で
扇
い
で
い
る

次
が
私
の
番
だ

静
か
な
教
室

人
気
の
な
い
校
舎

校
庭
か
ら
部
活
の
声
が
聞
こ
え
る

窓
か
ら
風
が
吹
き
抜
け
る

先
生
は
何
を
言
う
つ
も
り
で
い
る
の
か
な

笑
っ
て
私
の
親
と
話
し
て
く
れ
る
の
か
な

ク
ラ
ス
で
見
せ
る
優
し
い
顔
を
私
の
前
で

も
見
せ
て
く
れ
る
の
か
な

高
校
受
験
、
進
路
希
望

そ
ん
な
こ
と
を
聞
か
れ
た
っ
て
、
わ
か
ら

な
い
よ

ま
だ
楽
し
い
ん
だ
、
友
達
と
ど
う
で
も
い

い
こ
と
を
話
す
こ
と
が

皆
は
考
え
て
い
る
の
か
な
、
将
来
の
こ
と

不
安
な
の
は
私
だ
け
な
の
か
な

３
年
生
の
お
母
さ
ん

わ
く
わ
く
し
て
つ
つ
み
を
開
け
た
ら

古
い
ノ
ー
ト
だ
っ
た

が
っ
か
り
し
た

３
年
５
組　

田
原
美
奈
子　

と
書
い
て
あ
っ
た

き
れ
い
に
漢
字
練
習
が
し
て
あ
っ
た

花
丸
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

ぼ
く
と
同
じ
に
し
ん
に
ょ
う
が
直
さ
れ
て
い
た

３
年
生
の
お
母
さ
ん

ど
ん
な
女
の
子
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う

３
年
生
の
お
母
さ
ん
に

ぼ
く
は
ぜ
っ
た
い
負
け
な
い
ぞ

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た

進
路
、
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

夏
休
み
は
、
思
い
っ
き
り
遊
び
た
い
で
す

心
が
心
が
叫
ぶ

三
者
面
談

ド
キ
ド
キ
す
る
け
れ
ど
先
生
の
近
く
で
話
せ
る

こ
と
が
、
少
し
う
れ
し
か
っ
た
り
し
て
い
ま
す

セ
ミ
が
鳴
い
て
い
る

「
夏
は
短
い
よ
」
と
鳴
い
て
い
る

「
命
は
、
は
か
な
い
よ
」
と
鳴
い
て
い
る

私
の
番
だ

窓
か
ら
優
し
い
風
が
吹
き
抜
け
る

セ
ミ
が
鳴
い
て
い
る

「
精
一
杯
、
生
き
な
さ
い
よ
」
と
鳴
い
て
い
る

白
い
色
え
ん
ぴ
つ

　
と
な
り
の
あ
の
コ
は
わ
た
し
よ
り
も
か
わ
い
い
。

　

ど
こ
か
へ
行
っ
て
、
帰
っ
て
き
た
と
思
っ
た
ら
、

ま
た
い
な
く
な
っ
た
。
わ
た
し
は
頭
が
と
が
っ
て

い
て
背
が
高
い
。
あ
の
コ
は
頭
が
丸
く
て
背
が
低

い
。
だ
か
ら
か
わ
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ

れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
き
っ
と
、
あ
ざ
や
か
な
衣
装

が
魅
力
的
な
ん
だ
。

　

ふ
ん
っ
。
か
ら
っ
ぽ
に
な
っ
た
あ
の
コ
の
ベ
ッ

ド
に
背
を
む
け
、
く
る
っ
と
回
る
と
鉄
の
に
お
い
。

わ
た
し
は
い
つ
も
、
は
じ
っ
こ
の
ベ
ッ
ド
。

■
菊
田
選
考
委
員
長
の
選
評

本
年
は
作
品
全
体
の
レ
ベ
ル
が
上
が
り
詩
の
持
つ

固
有
の
美
意
識
の
表
現
な
ど
が
見
ら
れ
、
よ
り
幅
広

い
テ
ー
マ
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
全
般
的
に

見
て
、
家
族
へ
の
思
い
や
り
、
美
の
発
見
が
作
品
か

ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

精彩を放つしなやかな詩



学科 入試区分 試験日 願書受付期間

社会環境工学科

（一般選抜）①前期②後期
（特別選抜）③推薦入試

（一般選抜） ①は来年２月25日㈪ 
②は来年３月12日㈫

（特別選抜） ③は11月18日㈰

（一般選抜） ①②は来年１月28日㈪～２月６日㈬
（特別選抜） ③は11月1日㈭～８日㈭

建築学科
生命情報学科
システム生体工学科
生物工学科

総合デザイン工学科

（一般選抜）①前期
（特別選抜） ④A日程（推薦）
 ⑤社会人
 ⑥B日程（推薦）

（一般選抜）①は来年２月25日㈪
（特別選抜） ④は11月18日㈰ 

⑤は12月９日㈰ 
⑥は来年2月10日㈰

（一般選抜） ①は来年１月28日㈪～２月６日㈬
（特別選抜） ④は11月１日㈭～８日㈭ 

⑤は11月26日㈪～30日㈮ 
⑥は来年１月23日㈬～２月１日㈮

7 市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　☎224-1111

名称 所在地 主な受入小学校 電話番号

大渡こどもクラブ 岩神町三丁目 岩神小・敷島小・荒牧小 232‐1514

学童保育所利根川教室 昭和町三丁目 敷島小 233‐9362

清王寺こどもクラブ 若宮町一丁目 群大附属小・若宮小 232‐1513

わかみや児童クラブ 若宮町四丁目 若宮小 235‐8300

じょうとう児童クラブ 城東町一丁目 城東小 234‐0007

桃井・中央こどもクラブ 紅雲町二丁目 桃井小・中央小 224‐1744

なかがわ児童クラブ 三河町二丁目 中川小 221‐8616

あまがわ児童クラブ 文京町三丁目 天川小 243‐2080

明星児童クラブ 南町一丁目 城南小・東小・桃井小・中央小 223‐3177

南町学童保育所 南町四丁目 城南小・天川小 224‐1431

朝倉・天神こどもクラブ 後閑町 朝倉小・天神小・上川淵小 261‐3306

たちばな児童館学
童クラブ 山王町二丁目

山王小・永明小・広瀬
小・天神小 266‐9700

山王こどもクラブ 山王小 266‐5944

広瀬学童クラブ※1 広瀬町二丁目 広瀬小 263‐3066

しもかわふち児童クラブ
鶴光路町 下川淵小 265‐3647しもかわふち第二

児童クラブ

芳賀学童保育所 勝沢町 芳賀小 269‐9320

桃木こどもクラブ 幸塚町 桃木小 231‐9888

桃瀬児童クラブ 西片貝町三丁目 桃瀬小 243‐0048
かいがや児童クラブ 上泉町 桂萱小 231‐3030
江木学童保育所

堤町 桂萱東小
269‐9426

かいがやひがし児
童クラブ 269‐3461

東学童保育所 箱田町 東小 252‐9936

名称 所在地 主な受入小学校 電話番号

風の子学童保育所
上新田町

大利根小・新田小・東小 252‐3734
しんでん児童クラブ 新田小 253‐6996
元総社北こどもクラブ

元総社町
元総社北小 253‐6649

元総社学童クラブ 元総社小・元総社南小 255‐0962
そうじゃ児童クラブ 総社町総社 総社小 251‐1156
かつやま児童クラブ 総社町植野 勝山小 251‐0112
細井学童クラブ 北代田町 細井小 234‐9339
ももかわ児童クラブ 荒牧町 桃川小 235‐1226
あらまき児童クラブ 荒牧町四丁目

荒牧小
235‐2116

あらまき第二児童クラブ 関根町二丁目 231‐0088
きよさと児童クラブ 青梨子町 清里小 255‐4341
永明小児童クラブ 上大島町 永明小 261‐0599
こまがた児童クラブ 駒形町 駒形小 266‐6866
荒子小児童クラブ 荒子町 荒子小 268‐5277
二之宮学童クラブ 二之宮町 二之宮小・大室小※２ 268‐3620
共愛学園学童クラブ 上増田町 笂井小・永明小 266‐3771
おおどり学園 茂木町

大胡小
288‐0505

おおご児童クラブ 堀越町 283‐3985
おおごひがし児童クラブ 河原浜町 大胡東小・滝窪小・金丸分校 283‐1951
みやぎ児童クラブ 鼻毛石町 宮城小 280‐2408
かすかわ児童クラブ 粕川町女渕 粕川小・月田小※２ 285‐2909
はら児童クラブ 富士見町原之郷 原小 289‐7277
ときざわ児童クラブ 富士見町時沢 時沢小 288‐7448

いしい・しらかわ児
童クラブ 富士見町石井 石井小・白川小 288‐3588

共働き家庭を応援 放課後児童クラブ

前橋工科大の新入学生募集します
来年度の前橋工科大新入学生を下表のとおり募
集。詳しくは問い合わせるか、同大ホームページ
（http://www.maebashi-it.ac.jp/）をご覧ください。
■募集要項の請求
封筒の表に朱書きで「一般選抜募集要項請求」
か「特別選抜募集要項請求」と記入し、〒371-08 
16上佐鳥町460̶1・前橋工科大学務課へ郵送か直 
接。宛先を記入し390円切手を貼った返信用封筒
（角型２号）を同封してください。

放課後や土曜などに、両親が共働きなどの理由で
家に面倒を見てくれる人がいない児童のために、下
表のとおり47カ所に児童クラブがあります。各ク
ラブでは専任の指導員が遊びや生活指導を行い、安
全な生活の場を提供しています。開所時間や保護者

問い合わせは　前橋工科大　☎265-0111

問い合わせは　各クラブへ

の負担金は各クラブで異なり、学年別の違いや減免
制度などがあるクラブもあります。
対象＝主に小学校低学年の放課後留守家庭の児童
申し込み＝各児童クラブへ。来年度新入生の申込開
始時期は各クラブで確認してください

※１ 広瀬学童クラブは来年4月に広瀬小内へ移転予定　
※２ 大室小・月田小は来年４月から受け入れ予定

一般選抜の募集要項は郵便局やテレメール（☎050 
̶8601̶0101）でも請求できます。
■秋のオープンキャンパス
学園祭の翌

あすなろさい

檜祭に合わせてオープンキャンパスを
開催します。
日時＝〈学園祭〉10月27日㈯・28日㈰、午前10時

〈オープンキャンパス〉10月28日㈰正午受付
開始

申し込み＝当日会場へ直接
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がれきに関する質問にお答えします

９月28日に前橋・高崎連携市長会議を臨江閣
で開催しました。
会議では、両市の市民サービス向上と効率的な
行政運営を図るため、引き続き両市間の連携を図
っていくことを確認。詳しい内容は本市ホームペ
ージにも掲載しています。
■連携を充実・強化
今回は、山本前橋市長の就任後、初めての開催
となりました。終始和やかな雰囲気で意見交換が
行われ、スポーツ交流の促進や文化イベントの共
同開催などの12事業について、引き続き協力し
ながら連携を充実・強化していくことを確認しま
した。
また、両市のまつりでの市民交流の促進や、「古

本市では、東北地方被災地の復旧・復興のため、
東日本大震災で生じた、被災地の災害廃棄物（が
れき）の受け入れを検討しています。
■試験焼却を行います
受け入れの検討に当たり、安全確認のための試
験焼却を実施します。
がれきは、10月27日㈯午前９時30分に六供
清掃工場に搬入。希望者は状態確認や空間放射線
量の測定ができます。
搬入したがれきは、焼却し分析を行い、その結
果は市民対象の報告会で公表します。報告会の詳
細は、広報まえばし11月15日号でお知らせします。

問い合わせは　政策推進課　☎898-6513

問い合わせは　廃棄物対策課　☎898-5805

強化・充実する連携事業

① 両市まつりでの市民交流 ⑦文化イベントの共同開催

②スポーツ交流 ⑧文化財活用事業

③両市人事交流 ⑨安全安心対策の連携

④市職員合同研修 ⑩食育推進事業の連携

⑤都市計画道路の整備 ⑪物産展の相互参加

⑥ＪＲ両毛線の利便性向上 ⑫観光振興の連携

墳」「文学」「街歩き」をテーマにした両市観光ツア
ーの企画などについて情報交換を行いました。
これからも群馬県をリードするツインシティと
して、連携を深めていきます。

○受け入れを検討しているがれきはどんな物？
　 　岩手県宮古地区で発生した木くずなどの可燃物
です。
○どのように処理するの？
　 　六供清掃工場で焼却し、市最終処分場に埋め立
てる予定です。
○受け入れる場合の期間と量は？
　 　期間は来年１月頃から 12月頃まで。約 7,800
ｔの受け入れを予定しています。
○安全なの？
　　試験焼却に先立ち、がれきの事前検査を実施。
　 岩手県宮古市で９月４日に採取したものを検査し
た結果、セシウム 134・137 ともに不検出（１
㎏当たり10ベクレル未満）でした。

試験焼却を行います

前橋・高崎連携市長会議
県をリードするツインシティに

被災地のがれき

臨江閣にて

９月26日に岩手県宮古市を視察しました
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イベント名 期日 会場など 問い合わせ先
あんびるやすこ原画展 10月25日㈭～11月7日㈬ こども図書館 同館☎230-8833
市民芸術文化祭　大正琴発表会 10月25日㈭

市民文化会館 文化国際課☎898-5856市民芸術文化祭　趣味の彫塑工芸絵画展　短
歌・俳句・川柳合同作品展 10月26日㈮～28日㈰

みのり感謝祭グリーンドーム市場
10月27日㈯

グリーンドーム前橋 同館☎235-2000
スマイルキッズショッパーズ 中心市街地など 青年会議所☎234-3670
農業集落排水まつり 白川東地区集落排水処理施設 農村整備課☎898-6712
中央公民館文化祭 10月27日㈯・28日㈰ 中央公民館 同館☎210-2199
ふれあい図書館まつり 10月28日㈰～11月18日㈰ 市立図書館 同館☎224-4311

FPフォーラム

10月28日㈰

前橋プラザ元気21 日本FP協会群馬支部 
☎280-5113

消防隊秋季点検 関東運輸局群馬運輸支局 消防局警防課☎220-4511
市民芸術文化祭　フラ＆フォークダンスフェ
スティバル 市民文化会館 文化国際課☎898-5856

前橋けやき並木カフェ 10月31日㈬まで 駅前けやき並木 駅前通り商交会☎221-0628 
初代県令楫取素彦パネル展

11月２日㈮～４日㈰ 市民文化会館 文化国際課☎898-5856
市民芸術文化祭　自然趣味盆栽展
幸せ配達人2020　チャリティフリーマーケ
ット 11月３日㈯・17日㈯

勢多会館 アド・リブ☎289-8900 

市民講座 前橋プラザ元気21 中央公民館☎210-2199
文化の日のつどい

11月３日㈯
児童文化センター 同センター☎224-2548

フェスティバル in FUJIMI（富士見産業祭） 道の駅ふじみ 富士見支所☎288-1946
北消防署消防ふれあい広場

11月４日㈰

県前橋合同庁舎   　　北消防署☎231-0119
まえばし秋穫楽市 中心商店街など 農林課☎898-6702
健康フェスタinまえばし2012

前橋プラザ元気21
保健総務課☎220-5781

あんびるやすこ講演会 こども図書館☎230-8833
萩市博物館とのリレー講演会 市民文化会館

文化国際課☎898-6516
詩のまち前橋若い芽のポエム贈呈式・朗読会

11月10日㈯
前橋テルサ

青少年健全育成大会 青少年課☎898-5874
農業まつり 前橋市農業協同組合本所 農林課☎898-6702
全国アマチュアちんどん競演会in前橋 11月10日㈯ ～11日㈰ 中心商店街など 同実行委員会☎232-3231
粕川地区産業文化祭

11月11日㈰
粕川小など 粕川支所☎285-4111

中央消防署消防ふれあい広場 中央消防署 同署☎220-4519
特別企画展「朔・朔写真展」 11月17日㈯～12月24日㈪ 前橋文学館 同館☎235-8011
郷土芸能大会 11月17日㈯

市民文化会館
文化財保護課☎231-9875

市民芸術文化祭　前橋バレエフェスティバル 11月18日㈰ 文化国際課☎898-5856
市民軽スポーツフェスティバル 11月18日㈰・20日㈫・25日㈰ 市民体育館など スポーツ課☎898-5834
市民芸術文化祭　日本舞踊のつどい

11月23日㈮
市民文化会館 文化国際課☎898-5856

前橋ウォーキングジャンボリー 前橋公園など 観光課☎210-2189
まえばし学校フェスタ2012 11月23日㈮～24日㈯ 前橋プラザ元気21 学校教育課☎898-5865
市民芸術文化祭　市民音楽のつどい

11月25日㈰
市民文化会館

文化国際課☎898-5856
市民芸術文化祭　漢詩発表会 第三コミュニティセンター
総合卸売市場まつり 11月25日㈰ 前橋生鮮食料品卸売市場 同市場☎261-3311
高齢者活動推進大会 11月30日㈮ 市民文化会館 介護高齢課☎898-6134

本市はことし市制施行
120周年。これを記念して、
さまざまなイベントを盛大
に開催します。詳しくは問
い合わせてください。市制施行120周年
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市民活動団体などからの提案から、審査委員会が公開プ
レゼンテーションなどにより選考した事業を、提案団体と
市が協働で実施するものです。市民と行政、それぞれ単独
では解決が難しい問題に、互いの不足を補い合いながら対
等な関係で連携して取り組むことで、大きな効果が期待で 
きます。例えば「らくらくアンチエイジング教室」では、
団体にとっては専門的な介護予防の知識が得られ、市にと
っては、これまで実施できなかった、よりスポーツ志向の
高い人たちを対象とした介護予防を実現できるという、お
互いにメリットのある事業となっています。
ことしも10月31日㈬まで、協働事業の提案を募集してい 
ます。詳しくは、本市ホームぺージや市民サービスセンタ
ーなどにある「応募の手引き」をご覧ください。

市 民 が作る
市民編集のページ

Vol.98
問い合わせは　いきいき生活課　☎898-6510

市民と行政が、地域の課題解決に向けて一緒に取り組む「まえばし市
民提案型パートナーシップ事業」について、皆さんはご存じですか。
お互いをパートナーとして認め合い、対等な関係を維持しながら連携・
協力することによって生まれる相乗効果や付加価値。昨年度採択され
た事業の中から２つの活動について、応募の動機や成果について取材
しました。

担当は市民編集委員　周東・黒岩

教
室
開
催
日
の
笑
い
声
の
た
え

な
い
中
で
、
前
橋
ラ
ン
ナ
ー
ズ
会

長
の
小
須
田
稔
さ
ん
と
、
こ
の
教

室
を
介
護
予
防
と
し
て
協
働
す
る

介
護
高
齢
課
の
担
当
職
員
か
ら
話

を
聞
き
ま
し
た
。

小
須
田
さ
ん
は
、
メ
ン
バ
ー
の

高
齢
化
で
走
る
こ
と
の
難
し
さ
を

抱
く
よ
う
に
な
り
、
い
か
に
今
の

元
気
を
維
持
し
、
元
気
高
齢
者
に

な
る
の
か
の
方
向
性
を

探
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
視
点
か
ら
貢
献
を
し

た
い
と
応
募
し
た
そ
う

で
す
。
そ
こ
に
、「
元 

気
な
人
を
よ
り
元
気
に
」 

と
の
思
い
を
持
つ
介
護

高
齢
課
が
、
運
動
や
栄

養
、
休
養
と
い
っ
た
専 

門
的
な
観
点
か
ら
教
室 

作
り
を
サ
ポ
ー
ト
。
協

議
を
積
み
重
ね
て
こ
の 

教
室
が
誕
生
し
ま
し
た
。

専
門
指
導
員
に
よ
り
、

年
間
20
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
教
室
で
は
、

歩
き
方
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
タ
オ
ル

ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
ポ
ー
ル
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
の
運
動
指
導
に
加
え
、

体
力
・
身
体
測
定
や
栄
養
、
口
腔
、

筋
肉
に
つ
い
て
の
講
話
を
実
施
。

人
材
と
支
援
が
楽
し
く
機
能
す
る

教
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
須
田
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
の

取
り
組
み
が
モ
デ
ル
に
な
り
、
他

共
に
元
気
高
齢
者
を
目
指
し
て

の
地
区
で
も
行
政
の
し
っ
か
り
し

た
支
援
を
受
け
た
安
心
安
全
な
環

境
で
元
気
高
齢
者
づ
く
り
が
広
が

っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、介
護
高
齢
課
の
担
当
者
は
、

「
こ
の
ス
タ
イ
ル
だ
と
引
っ
込
み

思
案
の
男
性
に
も
参
加
の
意
欲
が

湧
く
よ
う
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
前
橋
ラ
ン
ナ
ー
ズ
☎
２

３
５
―
４
５
５
１

高
齢
者
の
た
め
の  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
く
ら
く
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
教
室

（中央）小須田さん　（右）介護高齢課職員

まえばし市民提案型
パートナーシップ事業とは
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元気高齢者と未来の
子どもたち。一見つな
がりがないようですが、

今を私たちが健全に生き、元気に
歳を重ね、健全な社会を未来の子
どもたちに残していく。命のつな
がりを感じた取材でした。若い人
のパートナーシップ事業への参画
も期待しています。

編集
後記

赤
城
山
を
前
橋
の
財
産
に
し
た

い
と
考
え
、
環
境
教
育
指
導
者
の

育
成
や
、
赤
城
山
の
魅
力
を
実
践

を
通
し
て
伝
え
ら
れ
る
人
材
の
育

成
、
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
う
赤
城
自
然
塾
。

平
成
22
年
度
か
ら
「
赤
城
山
環
境

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
」

を
開
設
し
、
こ
れ

ま
で
に
延
べ
１
３

８
人
が
受
講
し
て

い
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、

赤
城
自
然
塾
の
小

林
善
紀
さ
ん
と
観

光
課
の
担
当
職
員

に
話
を
聞
き
ま
し

た
。行

政
と
の
協
働

に
よ
り
ガ
イ
ド
の

実
践
の
場
を
作
ろ

う
と
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
の
１
つ

が
、
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅

か
ら
赤
城
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
定
期
バ
ス
に
乗
車
し
て
、

26
の
ポ
イ
ン
ト
で
ガ
イ
ド
す
る「
車

中
ガ
イ
ド
」
の
実
践
で
す
。
今
後

は
赤
城
山
観
光
の
柱
に
な
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
だ
け
で
は
難
し
い
人
材
を

赤
城
山
を
前
橋
の
財
産
に

確
保
し
、
社
会
的
に
も
信
用
さ
れ

る
公
認
ガ
イ
ド
。
行
政
と
市
民
の

行
動
が
協
働
の
力
と
な
っ
て
機
能

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
赤
城
山
の
環
境
に
つ

い
て
知
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
鹿

の
食
害
や
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
の
繁
茂
な

ど
に
対
す
る
課
題
も
こ
の
両
者
が

手
を
取
り
合
う
こ
と
で
解
決
策
が

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
他
の
団
体
と
の
連

携
や
参
加
者
同
士
の
新
た
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。「
自
然
は
未
来
の
子
ど
も
た

ち
か
ら
借
り
て
い
る
も
の
」
と
い

う
小
林
さ
ん
。
市
の
担
当
者
と
も

立
場
の
隔
た
り
を
感
じ
な
い
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。

詳
し
く
は
赤
城
自
然
塾
☎
２
１
２

―
２
６
１
１

まえばし市民提案型 
パートナーシップ事業

赤
城
山
環
境
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

赤城自然塾事務所で取材

たくさんの観光客が訪れる赤城山

赤城山直通バス
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優
れ
た
詩
や
詩
評
論
に
贈
ら
れ
る
小
野
十
三 

郎
賞
（
大
阪
文
学
校
主
催
）
に
、
詩
集
「
真
心 

を
差
し
出
さ
れ
て
そ
の
包
装
を
開
い
て
ゆ
く
処
」

（
青
土
社
）が
選
ば
れ
た
。

「
こ
の
詩
集
は
、
私
が
９
年
ぶ
り
に
手
掛
け

た
４
つ
目
の
も
の
。
受
賞
は
思
い
が
け
な
い
も

の
で
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」

こ
と
し
は
、
全
国
か
ら
１
１
９
冊
の
詩
集
と

８
冊
の
詩
評
論
書
が
選
考
の
対
象
に
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
も
と
に
し
つ
つ
、
新
し
い
リ
ア
リ

ズ
ム
を
感
じ
さ
せ
る
独
自
の
方
法
が
評
価
さ
れ

た
。
ま
た
、
詩
人
・
小
野
十
三
郎
さ
ん
の
考
え

方
を
新
た
に
継
承
す
る
作
風
と
も
評
さ
れ
た
。

「
詩
を
作
る
と
き
は
、
読
者
に
意
外
な
発
見

を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
平

凡
な
地
点
か
ら
変
化
し
て
い
き
、
新
し
い
発
見

が
で
き
る
小
旅
行
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
を

味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

詩
を
始
め
た
の
は
大
学
生
の
と
き
。
ふ
と
頭

の
中
に
詩
が
浮
か
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
に
。

「
詩
は
私
の
大
切
な
表
現
方
法
で
す
。
こ
れ

ま
で
言
葉
を
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
替
え
る
な

ど
の
試
み
も
い
ろ
い
ろ
と
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
詩
集
も
そ
の
試
み
の
一
つ
で
す
」

名
古
屋
市
出
身
。
２
年
半
前
、
転
勤
で
本
市

へ
。
休
日
は
利
根
川
沿
い
を
夫
婦
で
散
歩
し
た

り
、
買
い
物
を
し
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
る
。

「
萩
原
朔
太
郎
の
ふ
る
さ
と
に
住
む
こ
と
が

で
き
て
、
同
じ
詩
人
と
し
て
幸
せ
で
す
。
今
後

は
人
肌
の
温
も
り
が
あ
る
よ
う
な
、
誰
に
で
も

分
か
る
詩
を
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

丁
寧
に
語
っ
て
く
れ
た
表
情
か
ら
は
言
葉
に

対
す
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
の

作
品
に
も
、
ぜ
ひ
、
注
目
し
て
い
き
た
い
。

誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
詩
を
目
指
し
て

自
転
車
で
駆
け
上
が
る
赤
城
山

ま
え
ば
し
赤
城
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
を
９
月
30
日
に
開
催
し
ま 

し
た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
約
３
，
０
０
０
人
が
、
標
高
差
１
，
３ 

１
３
㍍
の
難
関
コ
ー
ス
を
自
転
車
で
疾
走
。
選
手
た
ち
は
、
沿
道
か

ら
の
声
援
を
力
に
赤
城
山
の
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

小野十三郎賞を受賞

宋　敏鎬さん　48歳
石倉町

まえばし人
I K I I K I - M A E B A S H I J I N
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街並みと音楽の調和を楽しむ
９月23日、中心市街地で風のまち音楽祭

を開催。ジャズやクラシック、ロック、フォ
ークなど多彩なジャンル105組のアーティ 
ストが参加しました。前橋テルサで行った「風
のまちスペシャル」では、ゲスト５人が名演
奏を披露し満員の観客を沸かせました。

伝統芸能を未来へつなぐ
９月30日、市民文化会館でこども芸能座

を開催しました。夏休み中に「ふれあい体験
事業」などで日本の伝統芸能に触れた子ども
たちが、民謡や剣詩舞、八木節などを披露。
堂々と発表する大人顔負けの姿に、会場から
は大きな拍手が送られました。

礒
部
草
丘

『
利
根
川
』

紙
本
墨
画
淡
彩
・
額
装

（
49
・
０
㌢
㍍
×
56
・
４
㌢
㍍
）

勢
い
よ
く
流
れ
る
利
根
川
が
軽
快
な
筆
さ
ば

き
で
描
か
れ
、
そ
の
遠
景
に
は
う
っ
す
ら
と
雪

が
か
っ
た
榛
名
山
と
真
っ
白
な
谷
川
連
峰
が
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
色
彩
を
抑
え
た
表
現
か
ら
は
、

俳
人
で
も
あ
っ
た
作
者
の
礒
部
草
丘
（
本
名
・

覚
太
。
明
治
30
年
―
昭
和
42
年
）
の
世
界
観
が

伝
わ
り
ま
す
。

礒
部
さ
ん
は
、
旧
佐
波
郡
宮
郷
村
（
現
・
伊

勢
崎
市
）
の
裕
福
な
農
家
に
生
ま
れ
、
学
業
や

ス
ポ
ー
ツ
、
美
術
に
秀
で
た
少
年
時
代
を
送
り

ま
し
た
。
前
橋
中
へ
進
学
し
、
同
学
年
に
彫
刻

家
の
森
村
酉
三
と
画
家
の
横
堀
角
次
郎
が
い
ま

し
た
。

一
時
、
軍
人
や
小
学
校
代
用
教
員
を
務
め
、

長
兄
が
亡
く
な
り
農
家
を
継
ぐ
立
場
に
な
り
ま

し
た
が
、
画
家
に
な
る
こ
と
を
強
く
決
意
し
、

上
京
し
ま
し
た
。

大
正
８
年
、
叔
父
で
あ
り
東
京
帝
国
大
学
教

授
で
美
学
者
の
大
塚
保
治
か
ら
、
日
本
画
家
の

川
合
玉
堂
を
紹
介
さ
れ
て
入
門
。
間
も
な
く
し

て
雅
号
を
草
丘
と
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

５
年
の
修
行
時
代
を
経
て
、
帝
展
（
帝
国
美

術
院
展
覧
会
）
に
初
入
選
し
ま
す
。
昭
和
２
年

に
は
、
児
玉
希
望
ら
玉
堂
門
下
と
戊
辰
会
を
結

成
し
日
本
画
壇
に
お
い
て
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

戦
前
の
群
馬
美
術
協
会
や
戦
後
の
群
馬
県
展
で

も
中
心
的
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

上
毛
三
山
や
利
根
川
な
ど
の
地
元
の
心
象
風

景
は
、
絵
画
だ
け
で
な
く
俳
句
に
も
登
場
し
、

草
丘
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
国
際
課　

☎
８
９
８
―
５
８
２
５

街並 音楽 和 楽伝統芸能 未来

C I T Y
シティウォッチング

C  I  T  Y   W  A  T  C  H  I  N  G

本
市
収

蔵
作
品

贈
り

  

も
の

未
来への
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お
知
ら
せ

市
議
会
議
員
選
挙
の
日
程
が
決
定

任
期
満
了
に
伴
っ
て
行
う
市
議
会
議

員
選
挙
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
今
回
か
ら
議
員
定
数
は
38
人
と

な
り
ま
す
。

告
示
日
＝
来
年
２
月
10
日
㈰

投
票
日
＝
来
年
２
月
17
日
㈰

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
８
９
８

―
６
７
４
２

解
体
工
事
現
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル

10
月
22
日
㈪
か
ら
26
日
㈮
ま
で
、
建

設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
解
体
工
事

現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
解

体
建
築
物
の
面
積
が
80
平
方
㍍
以
上
な

ど
の
と
き
は
、
着
工
前
に
市
役
所
建
築

指
導
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎
８
９
８
―
６
７
５
２

耐
震
強
度
に
不
安
を
感
じ
た
ら

耐
震
診
断
調
査
資
格
者
に
よ
る
耐
震

診
断
を
実
施
。
地
震
に
弱
い
部
分
や
倒

壊
す
る
可
能
性
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

耐
震
性
が
不
足
す
る
場
合
は
、
耐
震
改

修
の
補
助
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
住
宅
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
市
内

の
木
造
住
宅
、
先
着
20
件
。
①
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
、
一
戸

建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅
（
住
宅
部
分

の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）
②
平
屋

か
２
階
建
て
③
在
来
軸
組
工
法
で
建
築

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
印
鑑
、
確
認
通
知
書
な

ど
の
図
面

申
10
月
19
日
㈮
〜
11
月
９
日
㈮
に
市
役

所
建
築
指
導
課
（
☎
８
９
８
―
６
７
５

２
）へ
直
接

環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
意
見
を

県
で
は
、
伊
勢
崎
宮
郷
工
業
団
地
の

造
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
造
成

に
伴
う
環
境
影
響
の
調
査
や
予
測
、
評

価
結
果
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
準

備
書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

□
伊
勢
崎
宮
郷
工
業
団
地
造
成
事
業
の

概
要

造
成
区
域
・
規
模
＝
伊
勢
崎
市
東
上
之

宮
町
・
田
中
町
・
阿
弥
大
寺
町
の
各
一

部
、
約
58
㌶

□
準
備
書
の
縦
覧

日
時
＝
11
月
２
日
㈮
〜
12
月
３
日
㈪

（
土
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）、
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所
＝
県
庁
環
境
政
策
課
・
都
市

計
画
課
、
県
中
部
環
境
事
務
所
・
伊
勢

崎
土
木
事
務
所
、
市
役
所
都
市
計
画
課

意
見
の
提
出
＝
準
備
書
に
つ
い
て
意
見

の
あ
る
人
は
、
11
月
２
日
㈮
〜
12
月
17

日
㈪
に
所
定
の
用
紙
に
準
備
書
名
・
住

所
・
氏
名
・
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の

意
見
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―
８
５
７

０
大
手
町
一
丁
目
１
―
１
・
県
庁
都
市

計
画
課
（
☎
２
２
６
―
３
６
５
６
）
へ

郵
送
か
直
接

□
説
明
会

日
時
＝
11
月
６
日
㈫
午
後
７
時

会
場
＝
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

内
大
会
議
室（
伊
勢
崎
市
柴
町
）

対
象
＝
ど
な
た
で
も

申
当
日
会
場
へ
直
接

地
区
計
画
の
原
案
を
縦
覧
し
ま
す

千
代
田
町
三
丁
目
地
区
の
地
区
計
画

の
原
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬
（
土
日

曜
を
除
く
）、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課

意
見
の
提
出
＝
こ
の
原
案
に
つ
い
て
意

見
の
あ
る
人
は
、
11
月
15
日
㈭
〜
21
日

㈬
（
必
着
）
に
住
所
・
氏
名
・
意
見
を

記
入
し
、
市
役
所
都
市
計
画
課
（
☎
８

９
８
―
６
９
４
６
）へ
郵
送
か
直
接

改
正
さ
れ
ま
し
た
県
の
最
低
賃
金

県
の
最
低
賃
金（
地
域
別
最
低
賃
金
）

が
、
時
間
額
６
９
０
円
か
ら
６
９
６
円

へ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
内

で
働
く
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
る
も
の
で
す
（
一
部
を
除
く
）。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
群
馬
労
働
局
☎
２
１
０
―
５
０
０
５

大胡・宮城・粕川・富士見地区
地域審議会を開催します

新市建設計画事業や新市基本計画事
業の進捗状況などを説明する地域審議
会を開催。傍聴は各地区とも先着10人
まで。開始30分前から10分前まで受
け付けます。
□富士見地区
日時＝11月６日㈫午後３時15分
会場＝富士見支所
問同支所☎288-2211
□粕川地区
日時＝11月７日㈬午前10時
会場＝粕川支所
問同支所☎285-4112
□大胡地区
日時＝11月13日㈫午後１時15分
会場＝大胡支所
問同支所☎283-0111
□宮城地区
日時＝11月13日㈫午後３時15分
会場＝宮城公民館
問宮城支所☎283-2131

富士見富士見
宮城宮城

大胡大胡
前橋市

粕川粕川
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魅
力
的
な
ツ
ア
ー
に
投
票
し
よ
う

「
ま
え
ば
し
旅
づ
く
り
塾　

総
選
挙
」

を
開
催
し
ま
す
。
前
橋
の
観
光
を
考
え

る
市
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ま

え
ば
し
旅
づ
く
り
塾
」
が
提
案
す
る
、

５
つ
の
「
地
元
の
共
感
か
ら
感
動
を
呼

ぶ
体
験
ツ
ア
ー
」
か
ら
、
皆
さ
ん
の
投

票
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
10
月
31
日
㈬
ま
で

投
票
方
法
＝
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
観
光
課
☎
２
１
０
―
２
１
８
９

受
給
者
証
と
保
険
証
を
大
切
に

子
ど
も
、
重
度
心
身
障
害
者
、
高
齢

重
度
障
害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど

の
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
（
受
給

者
証
）
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
が
、
病

院
な
ど
を
受
診
す
る
と
き
は
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
か
組

合
員
証
（
保
険
証
）
も
必
ず
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
保
険
証
を
持
た
ず
に
受
診

し
た
場
合
は
、
医
療
費
の
全
額
が
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

□
医
療
費
を
大
切
に

福
祉
医
療
受
給
者
が
保
険
診
療
を
受

け
た
場
合
、
医
療
機
関
へ
支
払
わ
れ
る

医
療
費
は
、医
療
保
険
の
保
険
者
や
県
、

市
で
負
担
し
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な

医
療
費
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
も
、

健
康
な
毎
日
が
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

□
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
届

け
出
を

福
祉
医
療
の
受
給
者
で
次

の
場
合
は
、
市
役
所
国
民
健

康
保
険
課
か
各
支
所
へ
早
め

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
け
出
事
由
（
用
意
す
る

物
）

・
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

が
変
わ
っ
た
。（
受
給
者
証
、

保
険
証
）

・
受
給
者
証
を
紛
失
・
破
損

し
た
。（
保
険
証
）

・
転
出
・
転
居
す
る
。（
受

給
者
証
、
保
険
証
）

・
新
た
に
申
請
す
る
。（
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。）

問
国
民
健
康
保
険
課
☎
８
９
８
―
６
２

５
３

生
け
垣
を
作
り
ま
せ
ん
か

緑
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
生
け
垣
を
作
る
人
に
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

対
象
＝
住
宅
敷
地
内
に
新
た
に
植
栽
す

る
か
既
存
の
囲
い
に
替
え
て
植
栽
す
る

生
け
垣
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
も
の
。
①
用
途
地
域
指
定
区
域
や
、

地
方
公
共
団
体
が
造
成
し
た
団
地
で
、

幅
員
４
㍍
以
上
の
公
道
に
面
し
て
い
る

②
国
・
県
道
や
幅
員
６
㍍
以
上
の
市
道

に
面
し
て
い
る
③
土
地
区
画
整
理
施
行

区
域
で
仮
換
地
の
指
定
が
さ
れ
て
い
る

生
け
垣
の
基
準
＝
高
さ
０・６
㍍
以
上
、

長
さ
２
㍍
以
上
で
１
㍍
内
に
３
本
以
上

奨
励
金
額
＝
施
工
費
の
３
分
の
２
（
上

限
８
万
円
）。
既
存
の
囲
い
に
替
え
る

場
合
は
６
万
円
を
限
度
に
加
算
交
付

問
公
園
緑
地
課
☎
８
９
８
―
６
８
４
２

催
　
し

地
域
の
安
全
を
改
め
て
考
え
る

「
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
何
を
な

す
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
危
機
管
理

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
29
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分

会
場
＝
ベ
イ
シ
ア
文
化
ホ
ー
ル
（
日
吉

町
一
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
，
０
０
０
人

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
県
危
機
管
理
室
☎
２
２
６
―
２
２
４

５親
子
で
歌
っ
て
踊
っ
て
遊
ぼ
う

群
馬
医
療
福
祉
大
専
任
教
員
で
、
保

育
者
ユ
ニ
ッ
ト
「
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
」
の

田
中
輝
幸
さ
ん
を
招
き
、
こ
ど
も
教
育

研
修
会
「
実
技
演
習
〜
親
子
で
歌
お
う

踊
ろ
う
遊
ぼ
う
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
11
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

会
場
＝
第
三
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
）

対
象
＝
市
内
在
住
の
３
歳
〜
５
歳
児
と

そ
の
保
護
者
、
先
着
60
組

申
10
月
26
日
㈮
ま
で
に
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
☎
２
１
０
―
１
２
２
１
へ

コラム長市 column

群馬テレビ
10月25日（木）午後７時15分から15分間
　(再放送）10月27日（土）午前８時30分から

前橋まつり
近代前橋のルーツを探る

テーマ

まえばし元気インフォメーション

前橋は大きく目標を掲げて前進します。
若者が戻れる雇用と、障害者や高齢者にと
って便利な交通、無駄のない行政…その基
盤は「地域に根を張る市民の活動」です。
わたしたち、市役所は「地域にどんな市
民の暮らし、文化、産業活動があるのか？」
を知ることから始めました。そして、市民
の声を土台にしてさまざまな政策を組み立
てます。市役所は必ず市民の信頼を得る市
民にとっての家になります。そして、明日
への希望を創造してまいります。
皆様と社会をともに支えてまいりましょう。
 市長
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催
　
し

市
民
文
化
会
館
大
胡
分
館

☎
２
８
３
―
１
１
０
０

□
宮
沢
和
史「
寄
り
道
四
十
七
次
〜
花

鳥
風
月《
風
》」

日
時
＝
11
月
４
日
㈰
午
後
４
時
30
分

内
容
＝
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
・
宮
沢
和
史

さ
ん
の
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
コ
ン
サ
ー
ト

費
用
＝
全
席
指
定
４
，
０
０
０
円

申
同
館
へ

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
―
２
５
４
８

□
子
ど
も
映
画
会

日
時
＝
①
10
月
20
日
㈯
②
10
月
27
日
㈯
、 

午
後
２
時
30
分

内
容
＝
①
は
「
ど
ん
ぐ
り
の
森
へ
〜
ひ

と
り
に
ひ
と
つ
の
宝
物
」「
ア
ン
パ
ン 

マ
ン　

ま
じ
ょ
の
く
に
へ
」
②
は
「
ぶ 

ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
」「
不
思
議
の
国
の 

ア
リ
ス
」

□
文
化
の
日
の
つ
ど
い

日
時
＝
11
月
３
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分

内
容
＝
合
唱
団
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
楽
し
い
工
作
教

室
、
お
も
し
ろ
科
学
教
室
、
前
橋
メ
ダ

カ
の
配
布
な
ど

□
市
民
天
文
教
室「
ぐ
ん
ま
☆
星
ま
つ

り
〜
秋
の
星
空
を
見
よ
う
」

日
時
＝
11
月
17
日
㈯
午
後
６
時
〜
８
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も 

内
容
＝
屋
外
で
の
星
空
観
察
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
生
演
奏
の
音
楽
鑑
賞
と
星

座
解
説
（
雨
天
・
曇
天
時
は
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
の
み
）

申
当
日
会
場
へ
直
接

市
立
図
書
館

☎
２
２
４
―
４
３
１
１

□
市
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事
業
特

設
コ
ー
ナ
ー

期
日
＝
10
月
30
日
㈫
〜
11
月
18
日
㈰

内
容
＝
昔
の
写
真
パ
ネ
ル
や
前
橋
に
関

す
る
資
料
の
展
示

□
ふ
れ
あ
い
図
書
館
ま
つ
り

●
移
動
図
書
館
ひ
ろ
せ
号
見
学

日
時
＝
11
月
３
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

日
時
＝
①
11
月
３
日
㈯
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
②
同
午
後
２
時
〜
３
時

内
容
＝
不
用
に
な
っ
た
図
書
（
絵
本
・

児
童
書
を
除
く
）
な
ど
を
無
料
で
プ
レ

ゼ
ン
ト

申
以
上
の
２
つ
は
当
日
会
場
へ
直
接

こ
ど
も
図
書
館

☎
２
３
０
―
８
８
３
３

□
ま
え
ば
し
教
育
の
日
事
業「
お
は
な

し
会
」

日
時
＝
11
月
３
日
㈯
午
前
11
時
〜
正
午

内
容
＝
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙

芝
居
、
手
遊
び
な
ど

総
合
教
育
プ
ラ
ザ☎

２
３
０
―
９
０
９
４

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
11
月
10
日
㈯
午
後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝「
白
雪
姫｣

（
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ

ズ
ニ
ー
製
作
）

平
和
の
重
み
伝
え
る
ポ
ス
タ
ー
展

小
中
学
生
の
描
い
た
平
和
ポ
ス
タ
ー

の
入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
日
＝
10
月
23
日
㈫
〜
11
月
２
日
㈮

会
場
＝
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
い
き
い
き
生
活
課
☎
８
９
８
―
６
２

３
６

計
量
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
作
が
並
ぶ

小
中
学
生
の
計
量
普
及
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
展
を
開
催
。

日
時
＝
10
月
29
日
㈪
〜
11
月
２
日
㈮
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
２

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
１
階
に

ぎ
わ
い
商
業
課
前

問
計
量
検
査
所
☎
２
５
５
―
２
２
１
８

初
代
県
令
楫
取
素
彦
の
功
績
称
え

市
制
施
行
１
２
０
周
年
、
萩
市
と
の

国
内
友
好
都
市
提
携
10
周
年
を
記
念
し

て
、
山
口
県
萩
市
出
身
の
初
代
群
馬
県

令
・
楫
取
素
彦
の
功
績
に
触
れ
る
催
し

を
市
民
文
化
会
館
で
開
催
。こ
と
し
は
、

楫
取
素
彦
没
後
１
０
０
年
で
す
。

□
初
代
県
令
楫
取
素
彦
パ
ネ
ル
展

萩
博
物
館
所
有
の
貴
重
な
資
料
や
本

市
所
有
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
２
日
㈮
〜
４
日
㈰
、
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
（
４
日
は
午
後
４
時

ま
で
）

□
萩
博
物
館
と
の
リ
レ
ー
講
演
会

萩
博
物
館
学
芸
員
を
招
き
講
演
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
４
日
㈰
午
後
１
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
６
０
０
人

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
文
化
国
際
課
☎
８
９
８
―
６
５
１
６

前
橋
テ
ル
サ
開

館
20
周
年
を
記
念

し
て
リ
サ
イ
タ
ル
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
来
年
１
月

26
日
㈯
午
後
２
時

会
場
＝
前
橋
テ
ル
サ

費
用
＝
全
席
指
定

〈
前
売
り
〉３
，
５
０
０
円〈
当
日
〉３
，
８
０
０
円

問
同
館
☎
２
３
１
―
３
２
１
１

市制施行１２０周年記念
千住真理子ヴァイオリン

リサイタル

写真：富田眞光（vale）
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巨
樹
古
木
を
巡
り
自
然
を
思
う

緑
の
羽
根
還
元
事
業
で
グ
リ
ー
ン
バ

ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。
県
北
部
・

吾
妻
郡
周
辺
地
域
の
巨
樹
古
木
７
カ
所

を
巡
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
11
日
㈰
午
前
８
時
〜
午
後

５
時

集
合
場
所
＝
利
根
川
敷
島
河
川
敷
緑
地

多
目
的
広
場

対
象
＝
市
内
在
住
の
16
歳
以
上
、
20
人

（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円（
昼
食
代
含
む
）

申
10
月
29
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で（
１
人
１
通
）。
ツ
ア
ー
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

市
役
所
公
園
緑
地
課
内
ま
ち
を
緑
に
す

る
会（
☎
８
９
８
―
６
８
４
２
）へ

伝
承
の
獅
子
舞
が
踊
る
酉
の
市

熊
野
神
社
で
酉
の
市
ま
つ
り
を
開
催
。 

大
願
成
就
を
祈
願
し
、
縁
起
物
の
露
店 

や
獅
子
舞
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
８
日
㈭
午
前
11
時
〜
午
後

８
時

会
場
＝
熊
野
神
社（
千
代
田
町
三
丁
目
）

問
酉
の
市
実
施
委
員
会
・
大
川
さ
ん
☎

２
３
１
―
５
６
４
４

ま
ち
な
か
の
魅
力
が
結
集
し
ま
す

中
心
商
店
街
と
周
辺
商
店
街
が
力
を

合
わ
せ
て
、
オ
ー
ル
ま
え
ば
し
に
ぎ
わ

い
市
を
開
催
。
市
内
の
焼
肉
店
食
べ
比

べ
や
秋
の
産
直
フ
ェ
ア
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
10
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

会
場
＝
中
央
イ
ベ
ン
ト
広
場

問
商
店
街
総
連
合
会
☎
２
３
４
―
５
６

５
５

ス
タ
ン
プ
集
め
て
賞
品
ゲ
ッ
ト

中
心
商
店
街
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
大

抽
選
会
を
開
催
。
３
店
舗
で
各
５
０
０

円
以
上
の
買
い
物
を
す
る
と
、
１
回
抽

選
が
で
き
ま
す
。
特
賞
は
Ｑ
の
ま
ち
商

品
券
３
万
円
で
は
ず
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時
＝
11
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
、
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

問
中
心
商
店
街
協
同
組
合
☎
２
６
０
―

６
５
４
７

赤
城
南
面
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

赤
城
南
面
地
域
の
史
跡
め
ぐ
り
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
お
昼
に
は

け
ん
ち
ん
汁
を
無
料
配
布
。
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
25
日
㈰
午
前
８
時
30
分
、

ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
（
柏
倉
町
）

南
駐
車
場
集
合

対
象
＝
一
般
、
先
着
50
人

コ
ー
ス
＝
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
〜

阿
久
沢
家
住
宅
〜
三
夜
沢
赤
城
神
社
〜

赤
城
南
面
千
本
桜
な
ど

費
用
＝
３
０
０
円

申
11
月
２
日
㈮
ま
で
に
東
部
商
工
会
☎

２
８
３
―
２
４
２
２

農
産
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
盛
大
に

富
士
見
産
業
祭
（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
）
を
開
催
し
ま
す
。

農
産
物
の
即
売
や
模
擬
店
、
牛
乳
や
焼

肉
な
ど
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
３
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

３
時

会
場
＝
道
の
駅
ふ
じ
み
（
富
士
見
町
石

井
）

問
同
実
行
委
員
会
（
富
士
見
支
所
内
）

☎
２
８
８
―
２
２
１
１

芸
能
な
ど
多
彩
に
産
業
文
化
祭

粕
川
地
区
の
産
業
文
化
祭
を
開
催
。

芸
能
発
表
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
11
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

３
時

会
場
＝
粕
川
公
民
館
、
粕
川
小
な
ど

問
同
実
行
委
員
会
（
東
部
商
工
会
内
）

☎
２
８
３
―
２
４
２
２

前橋公園を発着点にウォーキングジャンボリーを開催し
ます。参加者全員に参加賞と記念バッジを贈呈。tonton汁
も無料で配布します。さらに、完歩した人には完歩証とま
えばしの水「赤城の恵」をプレゼント。日本市民スポーツ
連盟の認定も受けられます。
なお、駐車場はグリーンドーム前橋第６駐車場を利用し
てください。
日時＝11月23日㈮
受付時間＝午前８時30分～９時
受付場所＝前橋公園・みどりの散策エリア
対象＝健康な人（小学生以下は保護者同伴）
費用＝大人700円（当日は800円）
申 11月９日㈮までに所定の用紙に記入し、ゆうちょ銀行
から郵便振替で。当日会場でも受け付けます
□コース・主なスポット
Ａ〈上毛大橋・総社歴史コース（15ｋｍ）〉敷島公園ばら園
―総社資料館・総社公民館―光巌寺―宝塔山古墳―蛇穴山
古墳―王山古墳など
Ｂ〈ばら園・岩神の飛石コース（10ｋｍ）〉敷島公園（松林）
―ばら園―萩原朔太郎記念館―水道資料館―稲荷神社（飛
石稲荷）など
Ｃ〈街中・広瀬川詩碑めぐりコース（６ｋｍ）〉龍海院―Ｊ
Ｒ前橋駅前（エキータ）―けやき通り―前橋文学館―群馬
県庁32階展望ホールなど

水と緑と詩のまちを歩こう

前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォーーーーーーキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンググググググググググググググググググググググジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーー
問い合わせは　観光課　☎210-2189
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催
　
し

自
然
あ
ふ
れ
る
赤
城
山
で
遊
ぼ
う

お
お
さ
る
山
乃
家
周
辺
で
自
然
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
薪
割
り
、
火
お
こ
し
、
野
外
料
理
な

ど日
時
＝
11
月
４
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
と
そ
の
保
護
者
、

先
着
50
人

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

□
山
小
屋
・
民
族
テ
ン
ト
宿
泊
体
験

期
日
＝
11
月
３
日
㈯
〜
４
日
㈰
（
１
泊

２
日
）

対
象
＝
小
１
〜
中
３
、
先
着
20
人

費
用
＝
５
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
米
４
合

申
以
上
の
２
つ
は
住
所
・
氏
名
・
学
年
・

性
別・電
話
番
号
を
記
入
し
、
同
家（
☎

２
８
５
―
６
１
５
１
）へ
フ
ァ
ク
ス（
２

８
９
―
０
１
７
３
）で

海
外
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
報
告

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
市

内
中
学
校
と
市
立
前
橋
高
校
の
研
修
生

に
よ
る
、
海
外
研
修
の
帰
国
報
告
会
を

開
催
。
ス
ラ
イ
ド
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
た

活
動
報
告
、
展
示
発
表
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
10
月
27
日
㈯
午
後
０
時
30
分
〜

３
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
２
０
０
人

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
青
少
年
課
☎
８
９
８
│
５
８
７
４

外
国
人
に
よ
る
日
本
語
発
表
会

外
国
人
が
日
本
で
の
体
験
を
元
に
日

本
語
で
発
表
し
ま
す
。
発
表
後
に
は
交

流
会
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
11
日
㈰
午
後
１
時

会
場
＝
群
馬
会
館
内
大
広
間
（
大
手
町

二
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
市
国
際
交
流
協
会
☎
２
４
３
―
７
７

８
８

親
子
で
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦

組
み
立
て
玩
具
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
ロ
ボ
ッ
ト
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
完
成
後
は
競
技

会
を
開
催
。
機
材
は
貸
し
出
し
用
の
た

め
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り
は
で
き
ま

せ
ん
。

日
時
＝
11
月
10
日
㈯・11
日
㈰
の
２
回
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場
＝
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
小
４
〜
小
６
と
そ
の
保
護
者
、

20
組（
抽
選
）

申
11
月
２
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ

キ
で
。
住
所
・
保
護
者
と
児
童
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
学
校
名
・
学
年
・
電 

話
番
号
を
記
入
し
、
市
役
所
文
化
国
際

課（
☎
８
９
８
―
６
５
２
２
）へ

市
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念

市
民
芸
術
文
化
祭

□
自
然
趣
味
盆
栽
展

日
時
＝
11
月
２
日
㈮
〜
４
日
㈰
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
４
日
は
午
後
４
時

ま
で
）

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

問
文
化
国
際
課
☎
８
９
８
―
５
８
５
６

旗
で
彩
る
ま
ち
な
か
の
風
景

フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
を
開
催
。
市
内
の

中
学
生
が
大
き
な
旗
に
描
い
た
作
品
を
、

中
心
市
街
地
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内
に

展
示
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
ま
ち
な
か

を
彩
る
」。
さ
ま
ざ
ま
な
発
想
や
工
夫

で
描
か
れ
た
35
作
品
が
並
び
ま
す
。

期
日
＝
10
月
24
日
㈬
〜
11
月
29
日
㈭

会
場
＝
中
央
通
り
商
店
街
・
弁
天
通
り

商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド

問
文
化
国
際
課
☎
８
９
８
―
５
８
２
５

イ
ベ
ン
ト
で
高
め
る
防
災
意
識

消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
を
開
催
し
ま
す
。

ミ
ニ
消
防
自
動
車
乗
車
や
初
期
消
火
訓

練
、
救
急
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
４
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

会
場
＝
県
前
橋
合
同
庁
舎（
上
細
井
町
）

問
北
消
防
署
☎
２
３
１
―
０
１
１
９

毎週日曜  午後１時～（20分間）
（再放送：火曜午後３時30分）
各学校の特色や活動を子どもたちが
発信します。

エフエム群馬 86.3MHz

毎週金曜 午後1時40分～（４分間）
いきいき前橋ラジオインフォメーション

84.5MHzまえばしCITYエフエム

まえばしCITYエフエム
まえばし情報ステーション   （５分間）

84.5MHz

イベントや市政情報届けます まえばしスクール通信

10月21日　岩神小
11月４日　第三中
11月18日　山王小

10月28日　中央小
11月11日　広瀬小

月～金  土・日

本放送 午前7時54分
再放送 午後5時54分

午前9時44分

午後1時54分

10/21～11/４（場外）

11/５～８

10/25～31は利根西前売
サービスセンターのみ発売

前橋けいりん

開 催 日
チャメット君

日本の生活で感じたことを発表



市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　☎224-1111

申＝申し込み　問＝問い合わせ

19

募
　
集

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

前
橋
駅
周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計

画
事
業
の
計
画
期
間
が
昨
年
度
で
終
了

に
。
こ
の
成
果
を
分
析
し
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
事
後
評
価

原
案
を
公
表
し
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
17
日
㈬
〜
31
日
㈬
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

閲
覧
場
所
＝
市
役
所
政
策
推
進
課
。
本

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

意
見
の
提
出
＝
10
月
31
日
㈬
ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
意
見
を
記

入
し
、
市
役
所
政
策
推
進
課
（
☎
８
９

８
―
６
５
１
３
）
へ
郵
送
か
直
接
。
ま

た
は
、
フ
ァ
ク
ス
（
２
２
４
―
３
０
０

３
）、

seisaku@
city.m

aebashi.g 
unm
a.jp

で

医
療
の
現
場
で
働
き
ま
せ
ん
か

未
就
業
の
看
護
師
や
准
看
護
師
、
介

護
福
祉
士
、
介
護
員
、
看
護
助
手
を
募

集
。
３
カ
月
の
研
修
後
、
正
規
職
員
と

し
て
勤
務
で
き
ま
す
。

期
間
＝
来
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

対
象
＝
現
場
を
長
く
離
れ
て
い
た
人
・

勤
務
経
験
の
な
い
人
（
介
護
職
は
資
格

の
な
い
人
で
も
可
）

申
県
医
師
会
☎
２
３
１
―
５
３
１
１
へ

ス
ポ
ー
ツ

市
民
体
育
館

☎
２
６
５
―
０
９
０
０

□
健
康
た
い
そ
う

日
時
＝
11
月
15
日
〜
12
月
６
日
の
木
曜

４
回
、
午
後
２
時
〜
３
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
先
着
20

人費
用
＝
５
０
０
円
と
施
設
使
用
料

申
11
月
14
日
㈬
ま
で
に
同
館
へ

□
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

日
時
＝
11
月
７
日
〜
28
日
の
水
曜
４
回
、

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

対
象
＝
小
学
生
、
先
着
15
人

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

申
同
館
へ

問
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
・
恵
良
さ
ん 

☎
０
９
０
―
２
２
０
１
―
０
６
１
９（
午 

後
６
時
〜
９
時
）へ

前
橋
総
合
運
動
公
園

☎
２
６
８
―
１
９
１
１

□
テ
ニ
ス

日
時
＝
11
月
９
日
〜
30
日
の
水
金
曜
６

回
、
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
19
歳
以
上
、
30
人（
抽
選
）

費
用
＝
３
，
５
０
０
円

申
10
月
31
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
教
室
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
３
７
９
―
２
１
０
７
荒
口
町
４
３
７

―
２
・
前
橋
総
合
運
動
公
園
へ

み
や
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
郷

☎
２
８
３
―
８
６
３
３

□
太
極
拳

日
時
＝
11
月
２
日
〜
来
年
１
月
11
日
の

金
曜
（
11
月
23
日
・
12
月
28
日
・
来
年

１
月
４
日
を
除
く
）、
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
各
30
人

申
各
開
催
日
に
会
場
へ
直
接

ヨーロッパ発祥のスポーツに挑戦

● ママさんボウリング（11月７日㈬、
エメラルドボウル）

詳しくは市民体育館（☎265-
0900）に問い合わせるか、本市ホー
ムページをご覧ください。

スポーツ大会情報

市内施設を無料開放します
10月28日㈰は県民の日です。この日に下表の市
内施設を無料開放します。詳しくは各施設へ問い合
わせください。

県民の日無料開放施設

施設名 無料サービス内容 問い合わせ先

児童文化センター プラネタリウムの投影など ☎224-2548
前橋るなぱあく 大型遊具全基無料開放 ☎231-6774
敷島公園ボート場 ボート使用料 ☎210-2010
前橋文学館 入館料 ☎235-8011

市民体育館 個人使用料（ロッカー代20円は
実費負担） ☎265-0900

大渡温水プール・ト
レーニングセンター
（プールは利用不可）

個人使用料（ロッカー代20円、
ドライヤー代10円は実費負担） ☎253-7811

前橋総合運動公園
個人使用料（テニス照明料１時
間100円、ロッカー代20円、ドラ
イヤー代10円は実費負担）

☎268-1911

宮城総合運動場 個人使用料、器具使用料
☎283-8735
（宮城体育館）宮城体育館

個人使用料粕川総合グランド
大胡総合運動公園 ☎230-4055

六供温水プール 個人使用料（ロッカー代20円、
ドライヤー代10円は実費負担） ☎243-1308

みやぎふれあいの郷 広間・浴室利用 ☎283-8633
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ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
の
施
設

□
初
心
者
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

日
時
＝
11
月
６
日
〜
来
年
３
月
19
日
の

火
曜
12
回
、
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30

分会
場
＝
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
関

根
町
）

対
象
＝
小
学
生
、
先
着
１
０
０
人

用
意
す
る
物
＝
手
袋

費
用
＝
１
万
円
と
貸
し
靴
代

申
開
催
日
初
日
に
費
用
を
添
え
て
保
護

者
が
会
場
へ
直
接

問
市
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
・
関
口
さ
ん
☎

２
３
１
―
３
２
８
８

□
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

日
時
＝
11
月
11
日
㈰
午
前
９
時

会
場
＝
嶺
公
園

ク
ラ
ス
・
対
象
・
費
用
＝
上
表
の
と
お

り（
初
心
者
歓
迎
）

申
10
月
31
日
㈬
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
代

表
者
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

ク
ラ
ス
・
参
加
者
氏
名
・
人
数
・
性
別

を
記
入
し
、
大
手
町
二
丁
目
11
―
18
前

橋
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
悴

田
さ
ん（
☎
２
２
１
―
９
３
３
０
）へ

□
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
初
心
者
体
験

日
時
＝
①
11
月
10
日
㈯
午
前
10
時
〜
正

午
②
同
午
後
１
時
〜
３
時

会
場
＝
大
渡
体
育
館

対
象
＝
小
５
以
上
、
先
着
各
30
人

費
用
＝
３
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
体
育
館
履
き

内
容
＝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
６
分
の
１
の

人
口
芝
を
使
っ
て
専
用
の
ボ
ー
ル
を
打

ち
合
う
ス
ポ
ー
ツ

申
11
月
３
日
㈯
ま
で
に
市
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
小
澤
さ
ん
（
☎
２
３
２

―
１
０
５
８
）へ

高
齢
者

介
護
（
予
防
）
給
付
費
を
通
知

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
、

介
護
（
予
防
）
給
付
費
の
お
知
ら
せ
を

10
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
居
宅
サ
ー

ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
、
５
月

か
ら
８
月
ま
で
の
利
用
分
が
対
象
で
す
。

介
護
保
険
対
象
の
利
用
者
負
担
額
と
介

護
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
た
保
険
給
付
額

の
合
計
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

問
介
護
保
険
室
☎
８
９
８
―
６
１
５
７

講
　
座

支
援
し
ま
す
育
児
中
の
人
の
就
職

子
育
て
中
の
人
の
再
就
職
応
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
１
歳
以
上
の
託
児
（
先

着
20
人
）も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
11
月
９
日
㈮
午
前
９
時
45
分
〜

午
後
０
時
15
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
子
育

て
中
の
女
性
、
先
着
35
人

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
え
ば
し
・
マ
ザ
ー

ズ
コ
ー
ナ
ー
☎
２
９
０
│
２
１
１
１
へ

技
能
を
生
か
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
＝
11
月
12
日
㈪
・
20
日
㈫
・
27
日

㈫
、
12
月
６
日
㈭
・
13
日
㈭
の
５
回
、

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
先
着

40
人

申
11
月
２
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課
☎

２
１
０
―
２
１
９
８
へ

前
橋
テ
ル
サ

☎
２
３
１
―
３
２
１
１

□
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン

講
座
名
・
期
日
＝
下
表
の
と
お
り

申
同
館
へ

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
―
２
５
４
８

□
カ
ラ
リ
ン
コ
ロ
リ
ン
〜
土
の
鈴
を
つ

く
ろ
う

日
時
＝
11
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
、

20
人
（
抽
選
）。
11
月
１
日
㈭
午
後
１

時
に
公
開
抽
選

費
用
＝
３
５
０
円

申
10
月
31
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
学
校
名
・
学
年
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―
０

０
１
３
西
片
貝
町
五
丁
目
８
・
児
童
文

化
セ
ン
タ
ー「
土
の
鈴
を
つ
く
ろ
う
係
」

へ

オリエンテーリング

クラス 対象 費用

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス（
団
体
）

男子組 中学生以上の男性

2～5人 各一人
200円

女子組 中学生以上の女性

混合組 中学生以上

壮年組 50歳以上

少年組 小学生

家族組 家族

個
人

男子Ａ 経験者

各500円
男子Ｂ 初級者

女子 女性

壮年 50歳以上の男女

前橋テルサカルチャーサロン

講座名 期日

スキャナを使って古い写真をデジタル化しよう！
10月27日㈯大人のためのビジューアクセサリー・シックな

秋のネックレス作り
基礎から始める話し方・話し方入門

11月10日㈯
エクセルの検定問題にチャレンジしよう！

基礎からの大正琴 11月５日～12月
17日（月曜４回）

※時間、対象、費用など、詳しくは前橋テルサに問い合わせるか同館ホーム
ページ（http://www.maebashi-ppc.or.jp/terrsa/）をご覧ください。
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税
10
月
の
納
税

◆
市
県
民
税
第
３
期
・
国
民
健
康
保
険

税
第
４
期
＝
10
月
31
日
㈬
ま
で

ミ
ニ
情
報

□
総
合
計
画
審
議
会
の
傍
聴

日
時
＝
10
月
26
日
㈮
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
＝
市
役
所
11
階
南
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
10
人

申
当
日
午
後
１
時
30
分
〜
50
分
に
会
場

へ
直
接

問
政
策
推
進
課
☎
８
９
８
―
６
５
１
２

□
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
傍
聴

日
時
＝
10
月
25
日
㈭
午
後
３
時
〜
４
時

45
分

会
場
＝
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
63
研
修
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
人

申
当
日
午
後
２
時
30
分
〜
50
分
に
会
場

へ
直
接

問
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
８
９
８
―

５
８
７
６

□
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日
時
＝
①
10
月
27
日
㈯
②
10
月
28
日
㈰

③
11
月
４
日
㈰
、
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
①
は
粕
川
児
童
館
②
は
第
二
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）③
は
大
胡
い
こ
い
の
家（
堀

越
町
）

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
２
３
２

―
３
８
４
８

□
自
衛
官
募
集

種
目
＝
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒対
象
＝
中
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
15
歳

〜
17
歳
未
満
の
男
子

試
験
日
＝
来
年
１
月
19
日
㈯

申
11
月
１
日
㈭
〜
来
年
１
月
７
日
㈪
に

自
衛
隊
前
橋
募
集
案
内
所
（
城
東
町
二

丁
目
☎
２
３
３
―
８
９
６
０
）へ

健
　
康

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
導
入

11
月
１
日
㈭
か
ら
４
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
が
導
入
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
三

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

日
せ
き
・
破
傷
風
）
に
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
が
追
加
さ
れ
た
も
の
。
市
内

医
療
機
関
で
無
料
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
、
不
活

化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
、
三
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
を
１
回
も
接
種
し
て
い
な
い
人
は
、

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
市
外
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
衛
生
検
査

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
生
後
３
カ
月
〜
７
歳
６
カ
月
未

満接
種
回
数
＝
４
回
（
１
期
初
回
は
３
〜

８
週
間
の
間
隔
で
３
回
、
１
期
追
加
は

初
回
終
了
後
12
カ
月
〜
18
カ
月
後
に
１

回
）

予
診
票
＝
市
内
医
療
機
関
に
あ
り
ま

す
。
接
種
の
際
は
名
前
シ
ー
ル
、
母
子

健
康
手
帳
、
医
療
被
保
険
者
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い

問
衛
生
検
査
課
☎
２
２
０
│
５
７
７
９

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
体
づ
く
り

□
健
康
ス
タ
イ
ル
講
座
〜
糖
尿
病
編

日
時
＝
11
月
16
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
糖
尿
病
の
治
療
を
し
て
い
な
い

人
、
先
着
30
人

内
容
＝
糖
尿
病
の
予
防
方
法
な
ど

申
11
月
９
日
㈮
ま
で
に
健
康
増
進
課
☎

２
２
０
―
５
７
８
４
へ

運
動
を
し
て
健
康
な
体
を

□
健
康
サ
ポ
ー
ト
デ
ー

日
時
＝
11
月
12
日
㈪
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

会
場
＝
大
胡
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

内
容
＝
身
体
計
測
、
健
康
相
談
、
運
動

体
験
な
ど

申
11
月
５
日
㈪
ま
で
に
大
胡
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
２
８
３
―
７
３
１
１
へ

減
塩
生
活
を
始
め
ま
せ
ん
か

□
か
ら
だ
に
お
い
し
い
食
講
座
〜
減
塩

編日
時
＝
11
月
20
日
㈫
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
１
時
30
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

内
容
＝
減
塩
に
関
す
る
管
理
栄
養
士
の

講
話
や
調
理
実
習
な
ど

費
用
＝
材
料
費

そ
の
他
＝
託
児
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

申
11
月
13
日
㈫
ま
で
に
健
康
増
進
課
☎

２
２
０
―
５
７
８
４
へ

腎
臓
を
大
切
に
し
よ
う

□
腎
臓
を
ま
も
る
講
座
〜
あ
な
た
の
手

で
慢
性
腎
臓
病
予
防

日
時
＝
11
月
14
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
腎
臓
病
の
治
療
を
受
け
て
い
な

い
人
、
先
着
20
人

内
容
＝
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
の
話
、

減
塩
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
な
ど

申
11
月
７
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課
☎

２
２
０
―
５
７
８
４
へ

普段の料理に一工夫を
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休 日 当 番 医

内　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼科

10　
　

月

21
日
㈰

吉田小児科医院

（児）
箱田町
☎253-7733

西片貝クリニック

（内）
西片貝町三丁目
☎223-6533

大 野 内 科 
クリニック

（内）
樋越町
☎284-9011

豊田内科医院

（内）
上小出町一丁目
☎234-1223

田中外科内科医院

（外）
下小出町三丁目
☎231-0555

増田整形外科医院

（整）
高花台一丁目
☎269-6222

高* 崎 市 夜 間 
休日急病診療所

（婦）
高崎市高松町
☎ 027-381-6119

耳 鼻 咽 喉 科 
貴船クリニック

（耳鼻）
高崎市井野町
☎ 027-363-7110

沼賀眼科医院

（眼）
高崎市相生町
☎ 027-327-1270

28
日
㈰

すぐた医院ゆう子 
キッズクリニック

（内児）
光が丘町
☎251-5622

相 澤 医 院

（内）
富士見町原之郷
☎288-6806

斎 藤 医 院

（内）
南町二丁目
☎221-0258

深 沢 内 科 
クリニック

（内）
堀越町
☎283-0003

内田外科医院

（外）
西片貝町二丁目
☎224-5061

萩原整形外科医院

（整）
西善町
☎266-3550

道下産婦人科医院

（産婦）
平和町一丁目
☎231-7821

牧耳鼻咽喉科医院

（耳鼻）
総社町総社
☎280-5233

羽 鳥 眼 科

（眼）
天川町
☎243-3711

11　
　

月

３
日
㈯

小児科しもだ 
ク リ ニ ッ ク

（児）
六供町
☎220-1221

せせらぎ病院附属 
しらかわ診療所

（内）
上細井町
☎260-1116

中 野 医 院

（内）
新前橋町
☎290-1388

上 泉 内 科

（内児）
上泉町
☎269-1682

神 宮 医 院

（整）
岩神町三丁目
☎289-0500

中 嶋 医 院

（外）
小屋原町
☎266-1601

岸* 産婦人科医院

（婦）
高崎市沖町
☎ 027-343-6412

耳鼻いんこう科 
伊 藤 医 院

（耳鼻）
高崎市倉賀野町
☎ 027-346-2485

高山眼科緑町医院

（眼）
高崎市緑町一丁目
☎ 027-361-6888

４
日
㈰

いまいずみ小児科

（児）
本町一丁目
☎220-1333

は や ぶ さ 
クリニック

（内）
小坂子町
☎264-1113

遠 山 医 院

（内）
鼻毛石町
☎283-3575

みやざき内科 
ク リ ニ ッ ク

（内）
元総社町
☎212-5000

生 方 医 院

（外内）
表町二丁目
☎224-2818

ささき整形外科

（整）
富士見町小暮
☎288-2006

いとうレディース 
ク リ ニ ッ ク

（産婦）
朝倉町
☎290-3531

竹 越 耳 鼻 
咽喉科医院

（耳鼻）
住吉町一丁目
☎231-3658

すが の 眼 科 
古市クリニック

（眼）
古市町一丁目
☎210-8181

11
日
㈰

中嶋小児科医院

（児）
江木町

☎261-9299

飯 塚 医 院

（内）
荒口町
☎268-5600

瀬 田 医 院

（内）
龍蔵寺町
☎232-5658

殿 岡 内 科 
小児科医院

（内）
天川原町二丁目
☎221-1599

積心会富沢病院

（整）
朝日町四丁目
☎224-3955

あらいクリニック

（外内）
元総社町
☎253-0100

セ*ントラルレディース 
ク リ ニ ッ ク

（婦）
高崎市東町
☎ 027-326-7711

耳鼻咽喉科 
田 中 医 院

（耳鼻）
高崎市鍛冶町
☎ 027-322-2604

丸山眼科医院

（眼）
高崎市片岡町二丁目
☎ 027-322-7178

診療時間は午前９時～午後６時（*は正午まで）。市医師会の休日当番医がホームページで検索できます。
アドレスはhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/、携帯電話の場合はhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/i/です。

★夜間急病診療所 朝日町四丁目９-５　☎243-5111
午後８時～午前０時　内科と小児科

★救急病院案内 ☎221-0099

歯　　科

日曜・祝日は歯科医師会休日診療所
岩神町二丁目19-9　☎237-3685　午前10時～正午、午後１時～３時

休 日 当 番

10月21日㈰＝岡本接骨院（天川大島町三丁目）☎224-7873、たつみ接骨院（総社町植野）☎251-3320
10月28日㈰＝田代接骨院（荻窪町）☎269-7538、いのうえ接骨院（朝倉町二丁目）☎261-2855
11月３日㈯＝こばやし接骨院（六供町）☎223-1421、松村接骨院（柏倉町）☎283-9703
11月４日㈰＝田中接骨院（富士見町原之郷）☎288-2510、藤井接骨院（駒形町）☎266-7088
11月11日㈰＝あやいろ整骨院（荒牧町二丁目）☎289-6214、細野接骨院（駒形町）☎266-1133

薬局 日曜・祝日は市薬剤師会会営薬局　紅雲町一丁目2-15　☎223-8400　午前９時～午後６時



24不要の広報紙は廃品回収に出すか紙リサイクル庫、または古紙の日にごみ集積場所へ。
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人口と世帯（９月末日現在）
総人口／34万2,152人
　男：16万7,179人　女：17万4,973人
世帯数／14万55世帯

大隅　寧
しずく

來ちゃん
１歳11カ月・三俣町三丁目

永島　諒
りょう

ちゃん

２歳・下小出町二丁目

原田　芽
めい

依ちゃん
１歳11カ月・富士見町時沢

前川　和
かずき

樹ちゃん
２歳・西片貝町四丁目

大石　希
のの

乃ちゃん
１歳11カ月・天川大島町三丁目

小林　暉
ひかる

ちゃん

２歳・富士見町小暮

９月30日、高花台二丁目では高花台中央集会室 
で敬老の祝いを開催しました。75歳以上のお年寄 
りを招待して行うこの行事に、95歳までの30人が 
出席。振る舞われた料理に舌鼓を打ちながら、お 
互いの長寿を祝いました。手品の披露やカラオケ、 
ビンゴゲームなども行い、みんなで楽しいひとと
きを過ごしました。

総社町山王では９月９日から10月７日まで、案
山子祭りを開催しました。町内から手作りのかか 
しを募集し、一番良いと思う物に投票するコンク 
ール。子どもからお年寄りまでが製作した23体が 
ずらりと並びました。稲穂が垂れる水田の脇に、
カラフルでユニークな作品がいっぱい。道行く人
の目を楽しませていました。

妊娠５カ月を迎え、命
についてあらためて考え
る機会が多くなりました。
私のお腹に宿った大切な
命。多くの人から誕生を
待ち望まれ、たくさんの
愛情に包まれています。
きっとこうした幸せの中
で、みんなが生まれてき
たのだろうと実感。全て
の子どもたちが楽しく元
気に、安心して暮らせた
らいいな。（町）

● 日時＝水金曜、午後７時
30分～９時30分

●会場＝城南支所
●会員数＝15人
● 代表者＝黛百合子さん
　☎268-1793

ずっと笑顔で、楽しく続け
られるのがフラダンスの魅力。
仲間と一緒にいい汗をかきな
がら、いつまでもいきいきと
活動していくことが目標です。

ラブリーフラダンスクラブ

ままちちかかどど通通信信
み
ん
な
で
長
寿
を
祝
っ
て

高
花
台
二
丁
目

か
か
し
作
り
の
コ
ン
ク
ー
ル
を

総
社
町
山
王

編集こぼれ話


